
市
長
が
約
束

３
年
前
か
ら
、
中
止
し
て
い
た
私
立
授
業
料
補

助
金
（
年
一
万
二
千
円
）
は
こ
の
間
も
、
私
学
の

父
母
、
教
員
、
学
校
を
中
心
に
復
活
の
要
望
を
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
当
初
か

ら
中
止
に
反
対
し
、
議
会
で
も
何
度
も
復
活
を
要

求
し
て
き
ま
し
た
。

12
月
市
議
会
で
、
市
長
は
「
来
年
度
復
活
」
の

考
え
を
表
明
し
ま
し
た
。

党
・
県
く
ら
し
環
境
部
長

も
と
む
ら
伸
子

今
年
は
参
議
院
選
挙
の

年
で
す
。
平
和
憲
法
を
守
り

抜
く
た
め
に
も
、
原
発
を
な

く
し
て
い
く
た
め
に
も
、
消

費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に

も
正
念
場
の
大
事
な
選
挙

で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
と

命
の
た
め
に
な
ん
と
し
て

も
が
ん
ば
り
ま
す
。

公
約
実
現
に
む
け
て

引
き
続
き

頑
張
り
ま
す

市
議
会
議
員

き
ま
た
昭
子

市
議
会
議
員

鈴
木
ま
さ
子

11
月
に
、
市
内
７
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
総
代
さ
ん
た
ち
か
ら
、

「
バ
ス
路
線
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
」

「
岡
崎
市
は
バ
ス
路
線
を
ど
う
し
た

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

市
が
示
し
た
今
後

の
運
行
の
最
低
ラ
イ
ン
《
平
日
一
時
間

《
0.5
～
２
本
（
基
幹
バ
ス
）

週
１
～
２
日
（
地
域
交

通
バ
ス
）
》
に
つ
い
て

も
「
少
な
す
ぎ
て
病
院
に
も
行
け
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

 
 

日
本
共
産
党
は
、「
３
月
に
で
も
補

正
を
組
ん
で
、
今
年
度
か
ら
復
活
す

べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

所
得
制
限
は
生
徒
を
差
別

市
長
は
「
所
得
制
限
」
を
つ
け
る

こ
と
を
示
唆
。
所
得
制
限
が
あ
る
と
、
同
じ
教
室
の
中
で
も

も
ら
え
る
子
ど
も
と
も
ら
え
な
い
子
ど
も
が
で
て
き
ま
す
。

県
内
に
所
得
制
限
を
設
け
て
い
る

自
治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
バ
ス
路
線
住
民
検
討
会
」
開
か
れ
る

太
陽
の
城
が
な

く
な
り
、
岡
崎
市

で
は
子
育
て
支
援

の
「
児
童
館
」
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は

太
陽
の
城
跡
地
に

新
文
化
会
館
と

児
童
館
の
併
設
を

提
案
し
ま
し
た
。

40
億
円
の
子
ど
も
科
学
館

見
直
し
を
検
討

前
市
長
が
計
画
し
て
い
た
こ
ど
も

科
学
館
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
市

議
団
は
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
ま
し

た
。 

 

新
市
長
は
「
新
し
い
施
設
に
つ
い

て
は
、
運
営
費
や
維
持
管
理
費
を
検

討
し
、
本
当
に
必
要
か
吟
味
し
て
い

き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
立
高
校
授
業
料
補
助
金
復
活
！

提
案
し
ま
し
た

全
住
民
・
バ
ス
利
用
者
を

対
象
に
し
た
意
見
聴
を

今
回
、
総
代
の
み
の
参
加
に
限
定
し

た
た
め
、
「
バ
ス
の
話
を
聞
き
た
い
」

「
小
学
生
の
通
学
バ
ス
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
「
高
齢
化
し
た
市
営
住
宅
を

通
る
バ
ス
の
回
数
を
増
や
し
て
」
な
ど

の
要
求
を
持
っ
た
住
民
の
参
加
や
発

言
を
封
じ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
バ
ス
に
乗
れ
な
い
人
、
バ

ス
に
乗
り
た
い
人
が
参
加
し
、
「
ど
う

し
た
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
の

か
」
に
つ
い
て
全
市
民
を
対
象
と
し
て

開
催
す
る
こ
と
要
求
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
費
無
料
化

実
態
を
調
べ
て
実
施
を

岡
崎
市
で
は
、
現
在
給
食
費
の
滞
納
率

は
０
．
１
３
％
。
不
登
校
児
童
生
徒
２

４
５
名
の
内
、
滞
納
は
10
名
で
す
。
格

差
と
貧
困
が
進
む
中
で
、「
給
食
費
を
払

え
な
い
た
め
に
学
校
に
行
け
な
い
」
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
は
、
保
護

者
の
生
活
実
態
な
ど
を
把
握
し
て
、
早

期
の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。
無
料
化

の
た
め
に
必
要
な
経
費
は
16

億
円
で

す
。

太
陽
の
城
跡
地
に

新
文
化
会
館
と
児
童
館
を

太
陽
の
城
跡
地
を
売
却
し
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
能
の
あ
る
ホ
テ
ル
を
誘
致
し

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
結
局
応
募
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

西三河八市の児童館の数

岡崎市 ０ 碧南市 ２

豊田市 ７ 知立市 ５

刈谷市 ７ 西尾市 ４

安城市 ７ 高浜市 ４

 
 



この

不況時に

人脈人事許すな！
汚職の温床「ぐるみ選挙」の一掃を

国
保
料
引
き
上
げ
７
億
２
千
万
円

市民から提出された請願・陳情の結果 ○賛成：×反対

日本共産党（紹介議員） 他の議員全員

第三子保育料

無料化の継続

○ 県よりも枠を広げたことは理

解するが、年収 530万円以上

は有料になる。不況の下で若

い世代への支援は進めるべき

× 県の見直し後の制度と比較し

ても優遇されている。所得税 8
万４千円未満の世帯は無料に

なる。

寿バス切符復

活 、 桑 谷 山

荘・清楽荘存

続、太陽の城

代替施設を

○ 多くの高齢者から喜ばれ、外

出の一助となっていた。

無料で個人も団体も使える。

代替の施設を検討すべき。地

域交流センターなどは狭くて

子どもが走って遊べない。

× 寿バスは、役割を終えている。

施設は類似のものができてい

る。財政が厳しい。桑谷山荘

は利用者も減り、改修に 6億 3
千万円毎年 8千万円要する。

消費税増税中

止、食料品の

減税

○ ５％のうち１％しか新たな社

会保障に使われない。所得が

減り続けている中での負担

増。自治体の財政にも影響。

× 社会保障の充実が喫緊の課

題。財源として避けられない。

低所得者軽減税率検討中。

年金月３．３

万円をすべて

の高齢者に

○ 今後も無年金者は増える。最

低年金の確立を求める願い。

× 税の負担と公平な給付の原

則。経済状況から厳しい。極

端な意見。

年金支給年齢

引き上げ中止

○ 67 歳、70 歳への引き上げは

まったく高齢者の生活を考え

ないもの。

× 長期間をかけて引き上げてい

る。国の動向を見る。財源、

高齢化の問題と併せて議論が

必要。

年金２．５％

削減中止

○ 老年者控除廃止、公的年金控

除の縮小で年金生活は厳し

い。若い世代が将来受ける年

金を削減することになる。

× 平成12年度以降据え置きとな

っていた。経済情勢や消費者

物価から妥当。

市 内 全 域 に

「まちバス」

を

○ 西三河でコミュニティバスが

ないのは岡崎だけ。高齢者や

障害者の移動手段としても必

要。

× 順次行われるバス検討会で行

われる。時期尚早。必要性は

認める。

市民からの請願は、採択されなければ議会だよりに掲載されません。

新
内
田
市
長
就
任
約
一
ヶ
月
後
、

異
例
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

副
主
幹
の
職
員
を
２
階
級
昇
格
さ
せ
、
市

長
公
室
参
事
（
課
長
級
）
に
異
動
さ
せ
た

も
の
で
す
。
中
日
新
聞
（
12 
月
４
日
付
）

が
告
発
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
内
田
市
長

が
「
小
学
校
か
ら
知
っ
て
い
る
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
、
議
会
で
追
及

２
階
級
昇
格
し
た
こ
と
で
、
給
与
月
額

は
４
万
円
ア
ッ
プ
、
退
職
金
は
２
０
０
万

円
の
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
職
員
の
実

績
、
人
事
評
価
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。
当

局
は
、
「
広
範
な
職
務
に
つ
い
て
き
た
」

「
人
事
評
価
は
悪
く
は
な
い
」
な
ど
、
個

人
情
報
で
あ
る
こ
と
を
盾
に
ま
と
も
な

答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
本

来
の
責
任
者
で
あ
る
市
長
は
答
弁
に
立

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
代
会
ぐ
る
み
選
挙
の
弊
害

今
回
も
「
総
代
会
」
推
薦
が
各
地
で
行
わ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
「
町
内
会
の
手
引

き
」
に
あ
る
「
好
ま
し
く
な
い
」
こ
と
に

あ
た
る
、
と
し
て
た
だ
し
ま
し
た
。

第
三
子
保
育
料
無
料
制
度
に

所
得
制
限
導
入

平
成
25
年
度
よ
り
、
所

得
を
も
と
に
し
た
「
旧
た

だ
し
書
き
方
式
」
に
な
り

扶
養
・
配
偶
者
・
障
害
者
控
除
を
受

け
て
い
る
世
帯
は
控
除
が
な
く
な
り

保
険
料
が
上
が
り
ま
す
。

非
課
税
の
３
０
０
０
世
帯
に
も
保

険
料
が
発
生
し
、
総
額
７
億
２
０
０

０
０
万
円
の
増
額
で
す
。
保
険
料
が

余
り
に
も
高
く
な
る
の
で
２
年
間
激

変
緩
和
と
保
険
料
の
軽
減
が
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
軽
減
期
間
を
長
く
す

平
成
25
年
度
よ
り
愛

知
県
が
中
核
市
へ
の
補

助
金
を
廃
止
し
ま
す
。

そ
の
た
め
岡
崎
市
は
現
在
の
６
０
０

０
万
円
の
予
算
の
中
で
こ
の
制
度
を

続
け
て
い
く
と
２
５
年
の
年
収
お
お
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べ
き
で
す
。

国
に
対
し
て
削
減
し
た
補
助
率
を

元
に
戻
す
よ
う
要
求
し
、
最
高
限
度
額

の
所
得
階
層
を
多
段
階
に
す
る
な
ど

で
超
高
額
所
得
者
の

保
険
料
を
引
き

上
げ
、
低
所
得

者
の
保
険
料
を

引
き
下
げ
る

べ
き
で
す
。

む
ね
５
３
０
万
円
未

満
を
無
料
に
し
、
そ
れ

以
上
を
半
額
に
す
る

と
言
う
提
案
に
、
党
市

議
団
は
、
子
育
て
世
代

へ
の
負
担
増
で
あ
り

反
対
を
し
ま
し
た
。

子育て世帯

も負担増




